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事 業 所 名

代 表 者 名 【 燃 料 事 業 部 】

東御店 〒 389-0514

所 在 地 ☎

中込店 〒 385-0051

【 本 社 】 〒 389-0514

☎

☎ 佐久配送基地 〒 384-1105

【 佐 久 支 店 】 〒 389-0514 ☎

佐久店 〒 385-0054

☎

☎

【 生 コ ン 事 業 部 】 塩田店 〒 386-1213

東部工場 〒 389-0514

☎

☎ 小諸店 〒 384-0092

佐久工場 〒 385-0022

☎

☎ 佐久穂店 〒 384-0612

【 砕 石 工 場 】 ☎

東部工場 〒 389-0514 立科店 〒 384-2305

☎ ☎

丸子工場 〒 386-0403 長土呂店 〒 385-0021

☎ ☎

佐久工場 〒 384-0502 小牧店 〒 386-0031

☎ ☎

上田工場 〒 386-1101 北牧店 〒 384-1103

☎ ☎

長門工場 〒 386-0601 滋野店 〒 389-0512

☎ ☎

新張工場 〒 389-0501 上小配送センター 〒 389-0505

☎ ☎

安原工場 〒 385-0004
うどん天国《麺天》上田店 〒 389-0505

☎

☎

蜂天国 〒 389-0514 麺天　佐久本店 〒 385-0022

☎ ☎

事 業 内 容

1 8

2 9

3 10

4 11

5 12

6 13

7 14

従 業 員 数

事 業 の 規 模

設　 立

資本金

売上高 1,119,392万円(2025年3月末現在)

0120-910-884

南 佐 久 郡 小 海 町 豊 里 字 東 川 原 48-2

長 野 県 東 御 市 滋 野 乙 ２ ２ ９ ９ ‐ １

0268-71-6976

長 野 県 上 田 市 下 之 条 １ ７ ４ ０

0268-22-5922　

小 県 郡 長 和 町 大 門 小 茂 谷 ３ ４ ５ １

0268-41-8030

長 野 県 東 御 市 新 張 ７ ５ ８ - １ 長 野 県 東 御 市 和 ３ ６ ２ ８ - ６

生コンクリート製造及び販売

事務局：管理部長　　大矢　正明

長 野 県 佐 久 市 跡 部 字 砂 田 ５ ８ - １

0267-77-7860

長 野 県 上 田 市 大 字 古 安 曽 １ １ ３ ３

0268-75-7847

長 野 県 小 諸 市 平 原 字 久 保 田 １ １ ３ ７ - １

0267-41-6320

南 佐 久 郡 佐 久 穂 町 大 字 岩 宿 ３ ９ ０ - ４

0267-86-4330

北 佐 久 郡 立 科 町 大 字 芦 田 ２ ８ ６ ３ - ２

0267-51-3081

長 野 県 佐 久 市 長 土 呂 字 南 近 津 １ １６ ０- ２９

0267-77-7710

南 佐 久 郡 佐 久 穂 町 大 字 大 日 向 ３ ０ ８ ０ - １

昭和45年12月

222名

長 野 県 佐 久 市 安 原 小 根 子 １ ７ ８ ８

5,000万円

長 野 県 東 御 市 和 ３ ６ ２ ８ - ６

0268-71-6311

長 野 県 東 御 市 加 沢 ４ ３ ５ - １

0268-63-3888

0267-68-0081

株式会社　SHIOSAWA

代表取締役社長　山口　英俊

0268-64-4121

長 野 県 東 御 市 加 沢 ４ ３ ０ - ２

0268-42-2797

長 野 県 東 御 市 加 沢 ２ ５ ６

0268-63-1301

長 野 県 上 田 市 腰 越 ３ ０ ２ － １ ８

長 野 県 東 御 市 加 沢 ４ ３ ０ - ２

0268-63-6155

長 野 県 佐 久 市 岩 村 田 ４ ４ ９ ４ - １

0267-68-1143

長 野 県 東 御 市 加 沢 ２ ７ ７ - ２

長 野 県 佐 久 市 中 込 ２ ９ ６ ５ - １

0267-63-0150

0267-77-7420

長 野 県 上 田 市 小 牧 １ １ ９ ９ - １

0268-75-0737

南 佐 久 郡 小 海 町 大 字 千 代 里 ３ ６ ５ ４ - １

0268-64-5055

0120-940-115

0268-64-3030

自動車板金塗装

コンクリート製品製造及び販売

0268-63-6155

長 野 県 東 御 市 加 沢 ２ ８ ５ - １

環境管理責任者：専務取締役　依田　功司

0267-86-1180

長 野 県 佐 久 市 岩 村 田 １ ３ ５ ３ - ８

0267-68-6620

土木・建築工事請負業

砂利採取販売 土木・建築設計及び監理

観光事業

フード事業

産業廃棄物処理並びに再生製品販売

石油製品販売

セメント販売

土地・建物の売買、賃貸借及び仲介

損保代理店業

自動車修理及び販売

① 組織の概要 
http://shiosawa-group.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://shiosawa-group.jp/


 2015年…砕石事業部 東部工場・丸子工場・上田工場・長門工場・佐久工場 

認定取得 

 2017年…砕石事業部 新張工場・安原工場 認定取得 

 2018年…生コン事業部 東部工場・佐久工場 認定取得 

 2021年…エネルギー事業部 SS東御店 認定取得 

 2023年…エネルギー事業部 SS全店舗 認定取得 

 2024年…うどん天国 麺天 上田店・蜂天国 認定取得 

 2025年…佐久支店 認定取得 

 

※ 4 年内に全事業部の認定取得ができなかった理由…当社は事業部が多岐にわたり、

様々な分野を経営しております。特に砕石工場は環境法令に関し順守評価も非常

に厳しいことから、認定後環境経営活動が定着するまで数年間の継続期間を頂き

ました。また、一度に全工場・全店舗の認定を取らず、環境経営活動の確実性を

得ることのできる認定取得予定と致しました。今回の審査で、佐久支店が認定取

得致しました。 

 

 

 

 

 収集運搬車両…大型ダンプ 18台、4ｔダンプ 2台、2ｔダンプ 2台 

 事業の範囲…中間処理(破砕) 

 破砕する産業廃棄物 

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず(コンクリートくずに限る) 

がれき類(廃コンクリート及び廃アスファルトに限る。) 

 施設名及び処理能力 

砕石東部工場 960.0ｔ/日 

砕石上田工場 649.6ｔ/日 

砕石安原工場 740.0ｔ/日 

 

 

 

 

可・認可等名称 許可・許可番号 許可・許可年月日 許可の有効期間 

特定建設業許可 (特-4)第 17511 号 令和 4 年 7 月 17 日 令和 9 年 7 月 16 日 

産業廃棄物処分業 2020045226 令和 6 年 6 月 19 日 令和 13 年 6 月 18 日 

産業廃棄物収集運搬業 2001045226 令和 5 年 2 月 26 日 令和 10 年 2 月 25 日 



いろいろなところで、砕石は使われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たとえば 

『住宅』 

たとえば 

『道路』 

たとえば 

『ビル』 

たとえば 

『線路』 



 高層ビルや一般住宅、いたるところで使

われているコンクリート。コンクリート

は砕石・砂・セメントと水を練って作られ

ています。 

 線路は道床用砕石の上にレールを引いて

います。 

 工場や住宅などの建物は丈夫な基礎砕石

の上に建てられています。 

 道路の主原料は実は砕石です。接着剤（ア

スファルト）で砕石を固めて道路を作っ

ています。 

 
 砕石は私たちが気付かないところで使われています。 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





● 再生砕石(RC40-0)

①

②

建設・建築現場で発生したコンクリート塊が工場に集まる。

建設・建築現場で発生したコンクリート塊が工場に集まる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ 投入ホッパーへ投入する ④ 粉じんがたたない様に散水する

⑤

⑥

磁選機により鉄筋を省きます

ラインに沿って製品にします。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 環境管理組織図 

環境経営システム実施体制図及び役割・責任・権限表 
 

 

 

 

 役 割 ・ 責 任 ・ 権 限 

社長 

① 環境経営に関する統括責任。 

② 環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者には現在の責務に関

わりなく兼任で責任と権限を明示する。 

③ 環境への取組みを適切に実行する為の資源提供。 

④ 環境方針の策定及び環境活動レポートの承認。 

⑤ 環境経営システムが適切に実行され、有効であるかの評価、全体の見直しを行い、必要

に応じ改訂を指示する。 

環境管理

責任者 

① 代表者に代わり、EA21の確立・実行及び維持を行う。 

② 環境目標・活動計画を策定し社員に周知徹底。 

③ 環境活動の取組結果を最高責任者(社長)へ報告。 

事務局 

① 環境管理責任者の補佐。 

② 環境経営システムに関する文章・記録の管理と保管。 

③ 環境経営レポートの作成と公開。 

各事業部

責任者 

① 環境活動計画の実施。 

② 環境目標達成に向けた活動計画実行の為の教育・訓練・指導。 

③ 環境管理責任者・事務局への協力と提案。 

従業員 
⑩ 環境活動計画書を厳守し、実行する。 

⑪ 環境改善の協力と提案。 

ガ ソ リ ン ス タ ン ド

観 光 事 業 部

従 業 員

担 当 役 員

各工場担当役員

従 業 員 従 業 員

管 理 本 部 営 業 部 建 材 事 業 本 部

従 業 員 従 業 員

所 属 長 所 属 長

生 コ ン 事 業 部

従 業 員 従 業 員

担 当 役 員 担 当 役 員 砕 石 事 業 部 建 設 事 業 部

各 工 場 工 場 長

担 当 役 員

フ ー ド 事 業 部

各 店 舗 店 長

従 業 員

担 当 役 員

エネルギー事業本部

配 送 部

配 送 部 長

各 担 当 役 員

従 業 員

各 店 舗 店 長

社　長

環境管理責任者

車 検 部

各 担 当 役 員

整 備 課 長

事 務 局

各店舗担当役員



③環境経営方針 

 

<基本理念> 

『人のため・地域のため・自然のため』 

株式会社ＳＨＩＯＳＡＷＡは、地域社会の「豊かな生活」の為に誠実

に奉仕し、環境に配慮した企業活動を推進してまいります。 

 

<環境方針> 
 地球温暖化・自然生態系・資源等に影響を及ぼす産業であり、弊社の

変革は自然環境に与える影響が大きいと認識し、環境への配慮も企業

活動の大きな役割としてとらえ、新たな一歩をあゆみ信頼される企業

を目指しております。 

 

① 環境関連の法令・条例及び当社が受入れを決めたその他の要求事項を

厳守すると共に、地域・顧客の環境関連要求事項に配慮し、継続的な環

境活動の改善を図ります。 

 

② 事業に伴う環境負担を低減し環境への影響を最小限にとどめるため、

下記の取組みを行います。 

① 化石燃料や電気使用などからの二酸化炭素排出量の低減。 

② 砕石工場での原石採取地復旧のための緑化・植樹活動。 

③ 各事業部所在地域の道路清掃などの環境保全活動の推進。 

④ 事業計画に基づく全社員でのエコアクション 21 活動の促進。 

 

③ 環境方針は全社員に周知すると共に、社内外に公開致します。 

 

 

 
制定日：平成 27年 2月 20日 

改定日：令和 6年 6月 27日 

 

株式会社ＳＨＩＯＳＡＷＡ 

代表取締役 依田 功司 



単位
基準値
(2023)

目標(2024)
△1％

目標(2025)
△2％

目標(2026)
△3％

㎏-

CO2(%)
5,142,989       5,091,559       5,040,129       4,988,699       

kwh 3,603,541       3,567,506       3,531,470       3,495,435       

ℓ 1,255,017       1,242,467       1,229,917       1,217,366       

ℓ 77,277           76,504           75,731           74,959           

ℓ 67,509           66,834           66,159           65,484           

㎥ 7,518            7,443            7,368            7,292            

㎏ 847               839               830               822               

㎏ 98,429           97,445           96,460           95,476           

水

削

減
㎥ 26,229           25,967           25,704           25,442           

㎏ 3,799            3,761            3,723            3,685            

㎏ 3,799            3,761            3,723            3,685            

単位
基準値
(2023)

目標(2024)
+1％

目標(2025)
+2％

目標(2026)
+3％

ｔ             9,221 9,313            9,405            9,498            

ｔ            56,614 57,180           57,746           58,312           

ｔ 56,614           57,180           57,746           58,312           

(内再生利用量)

(内再資源化量)

処分量

産
廃
処
理
量

食
品

項目

収集運搬量

処分量

環境に配慮した
製品の生産。

RC-40の100％製品化

地域貢献活動の
推進

路上清掃などの地域ボランティアへの積極的参加

廃
棄
物
削
減

一般廃棄物

産業廃棄物

水使用量

項目

二
酸
化
炭
素
削
減

CO2排出量

電力

軽油

ガソリン

灯油

LPガス

④ 環境経営目標(中長期)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 2019年 中部電力二酸化炭素調整後排出係数 0.426㎏-CO2/kWhを使用 

※ 目標達成については事業計画に基づく。 

1. 経営目標…エコアクション 21数値目標達成及び「花いっぱい運動」の継続と

周辺地域配慮型環境管理の徹底 

2. 砕石事業部…エコアクション 21取組強化、花の管理 

3. 生コン事業部…エコアクション 21の取組強化と法令遵守 

 



⑤ 環境経営実績・ 

取組結果評価・次年度の取組 

 

 

基準値 2024年 2025年

2023年 実績 目標値

Co2排出量 総排出量 kg-co2 5,142,989 99% 5,091,559 4,637,750 〇
電力使用が大幅に減っ
た結果が表れた

4,591,372
原単位での排出増減で
判断していく。

購入電力 kwh 3,603,541 3,567,506 3,446,957 3,412,487

排出量 kg-co2 1,535,108 1,519,757 1,468,404 1,453,720

使用量 ℓ 1,255,017 1,242,467 1,103,459 1,092,424

排出量 kg-co2 3,237,945 3,205,566 2,846,925 2,818,456

使用量 ℓ 77,277 76,504 64,981 64,331

排出量 kg-co2 179,284 177,491 150,755 149,247

使用量 ℓ 67,509 66,834 55,257 54,704

排出量 kg-co2 168,098 166,417 137,589 136,213

使用量 ㎏ 7,518 7,443 11,359 11,245

排出量 kg-co2 22,554 22,328 34,077 33736.2

一般廃棄物 ㎏ 847 99% 839 859 ×
再資源化できる物は分
別する

850

産業廃棄物 ㎏ 98,429 99% 97,445 190,951 × 廃タイヤ増が主な要因 189,041

食品廃棄物 ㎏ 3,799 99% 3,761 5,788 △

フード事業部において、

新店舗が開店したため
増加した。

5,730 水切りを徹底する

水使用量 購入 ㎥ 26,229 99% 25,967 15,999 ×
計画的な花壇作成によ
り散水量減

15,839
工場内散水用の水は地
下水を使う

収集運搬量 ｔ 9,221 9,405 6,190 △ 6,128

処分量 ｔ 56,614 57,746 47,289 △ 46,816

(内再資源化量) ｔ 56,614 57,746 47,289 △ 46,816

◎

◎

リモートの活用及び、低
燃費車への切り替えを
行った結果

冬季閉鎖の工場があっ
たため、大幅な削減と
なった

灯油 99%

ガソリン 99% ◎

〇

2024年
今年度活動計画

目標値

軽油 99%

電力 99%
冬季閉鎖の工場があっ
たため、大幅な削減と

なった

冬季閉鎖の工場があっ
たため、重機の使用

減った結果

評
価

〇

〇

環境に配慮した製品の生産

地域貢献活動の推進

項　　　　目 単　位

ＬＰガス

産廃処理量

廃棄物

次年度取組計画

根幹事業において、原
単位で排出増加する可

能性があるが、効率良
い出荷を目指す

クリーンディーゼル車の
導入を積極的に検討す

る。

社有車はエコカー又は
軽サイズを採用していく

エアコンを使い、化石燃
料の使用を極力抑える

フード事業部がいかに

削減に努めるかが、今
後の課題とな

新築物件はあるものの、

大口箱物解体が少な
く、いかに廃材を集めら
れるかが今後のカギとな

る

RC-40の生産を優先的に行っている。

道路清掃を定期的に行うなど、地域貢献推進に努めている。

優良産廃業を活かし、
大手建設業者へ営業活
動を行う

99%

101%

フード事業部において、

新店舗が開店したため
増加した。

分別を徹底しリサイクル

できるものは、リサイクル
する

△



⑥ 環境経営活動状況 

 『弊社は環境負荷の高い企業』という事を自覚し、景観及び緑化推進

の一環として全工場・全店舗に花壇を作っています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自慢の花壇です♪ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原石山の緑化をしています 



 

⑦ 緊急事態の想定及び対応手順 

 
1. 発生時の対応 

火災 

 火災が発生した場合、発見者は大声で従業員または責任者に知らせ消火器で初期消火に努める。 

 消火作業をすると共に、安全な場所へ避難し近隣会社等に連絡する。 

 自己消火が困難な場合は消防署へ通報する。 

 消防署に通報と同時に、責任者は安全衛生委員長または副委員長へ連絡する。 

 

工場内の事故 

 事故を起こした者、または発見者は安全衛生委員長へ連絡する。 

 怪我人がいる場合は安全な場所へ避難し、直ちに応急処置を行い、必要であれば救急車を要請

する。 

 救急車で病院に搬送された場合、安全衛生委員事務局は、家族等緊急連絡者へ連絡をする。 

 

自動車等における事故 

 事故を起こした場合は、安全衛生委員長または副委員長へ連絡をする。 

 相手方がいる場合は警察へ連絡し警察の対応に従う。 

 安全衛生事務局は保険会社へ連絡をする。 

 

天災 

 部所の機械等、二次災害を引き起こす要因のあるものを全て停止し、従業員点呼等の安全確

認を行う。 

 状況に応じて、避難場所へ避難する。 

 

2. 内部及び外部への連絡・対応 

 安全衛生委員長及び副委員長は事態の把握に努め、社内緊急連絡網で社内連絡を行い、応援体

制を整え緊急事態の早期解決に努める。 

 連絡を受けた者はすぐに現場へ急行し、緊急事態の早期解決に尽力する。 

 

3. 事故後の対策 

 緊急事態が収束した後は、安全衛生事務局及びエコアクション 21 責任者は、周辺地域に環境

影響を及ぼさないよう、適切な事後処理を行い、再発防止を未然に防ぎ、改善の余地がある場

合は見直し・再発防止に努める。 

 

 

 



(常務)高瀬　義則

上田警察署

☎　0268-22-0110

小諸警察署

☎　0267-22-0110

佐久警察署

☎　0267-68-0110

安全衛生委員長 部所責任者

工場長・店長

安全衛生事務局 EA21事務局

管理部　阿部将志 管理部　大矢正明

(社長)依田　功司

安全衛生副委員長

(常務)佐藤　孝行

上田地域広域連合
消防本部

佐久広域連合
消防本部

☎　0268-26-0119 ☎　0267-64-0119

管理部　小澤　豊

緊急事態発生!! 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 



⑧ 環境関連法規遵守状況の確認 

 

➢ 環境関連の法規に対する各関係機関からの指導及び指摘・不利益処分等は過去３年間ありませんでした。 

➢ 近隣住民からの苦情・訴訟はありません。 

➢ 当社で適用される環境関連法規の遵守状況を 2025年 4月 1日に確認した結果、違反等はありません。 

関連法規の名称 遵守内容 該当事業所 評価内容 判定

砂利採取業登録申請 登録の確認(長野県知事：第512号) 〇

砂利採取業務主任者の配置 場内看板にて確認 〇

砂利採取計画許可申請 砂利採取認定証にて確認 〇

経済産業省令で定められた事項の掲示 採取看板にて確認 〇

河川法 河川区域内土地占用許可の有無 同上 河川占用許可証にて確認 〇

採石業登録申請 登録の確認(長野県知事：第47286号) 〇

採石採取業務主任者の配置 採石業務管理者合格証にて確認 〇

採取計画許可申請 採取計画許可証にて確認 〇

採石法で定められた事項の掲示 工場入り口にある看板にて確認 〇

騒音防止法 非該当 全事業部 長野県振動規制法第3条の規定に基づく指定状況で確認 〇

振動規制法 非該当 全事業部 長野県振動規制法第4条の規定に基づく指定状況で確認 〇

大気汚染防止法 一般粉塵施設設置申請 砕石事業部 一般粉塵施設届出書にて確認 〇

PCB廃棄物特別処置法 PCB含有電気工作物設置の届出書
砕石事業部

(佐久工場非該当)
PCB保管及び処分状況届出書にて確認 〇

廃棄物の処理を委託する場合、委託基準遵守 全事業部 契約書及びマニフェストで確認 〇

産業廃棄物収集運搬業の許可 許可証確認(長野県知事：2000045226号、群馬県：01000045226号) 〇

産業廃棄物処分業の許可 許可証確認(長野県知事：2020045226号) 〇

契約書及びマニフェストの管理 適正処理・適正保管(保管期間を含む)確認 〇

道路運送車輛法 国土交通省の行う検査をしているか 生コン事業部 生コン車の車検証にて確認 〇

危険物の取扱い オートライフ全店 危険物取扱者以外の者が危険物を取扱う場合は、甲種又は乙種危険物取扱者立会いの下で取り扱っている 〇

安全衛生管理体制 安全衛生管理体制の確立と運営、働き方改革に適合した労働環境の実施と整備を確認 〇

定期健康診断・有害業務検診の実施 健康診断および塵肺診断の実施確認 〇

有資格者の確認 第一種衛生管理有資格者の配置を確認 〇

省エネ法
毎年7月末までに中長期計画書及び

定期報告書を提出しているか
全事業部 2020年6月17日提出済み(2019年4月～2020年3月分) 〇

フロン排出抑制法 3ヶ月に1回以上、簡易点検を行っているか 全事業部 定期的に簡易点検を行っている 〇

食品リサイクル法
食品の売れ残りや製造過程で発生する食品廃棄物を

飼料や肥料等の原材料として再生利用しているか
フード事業部

収集運搬業者及び処分業者にヒヤリングを行い、

飼料として100％再資源かしている事を確認
〇

容器包装リサイクル法 排出抑制・分別排出し、再商品化しているか 全事業部 処分業者にヒヤリング行い、分別している事を確認 〇

砂利採取法

砕石事業部

東部工場

丸子工場

上田工場

砕石事業部

長門工場

新張工場

安原工場

佐久工場

採石法

砕石事業部

東部工場

上田工場

安原工場

廃棄物処理法

〇水質汚濁特定施設設置届出書にて確認

砕石事業部

丸子工場

上田工場

生コン事業部

特定施設の届出水質汚濁防止法

労働安全衛生法 全事業部

〇
工場内地下タンク前の看板にて確認

また、砕石佐久工場においては、年1回消防署立入監査あり

砕石事業部

生コン事業部
少量危険物貯蔵届出書

消防法



⑨ 代表者による全体評価と見直・指示 

毎年の課題であるが出荷、原石掘削過程の環境によって

大きくエネルギーの増減が出てしまう。また台風 19号災害

工事がひと段落し、出荷が減少しエネルギーが減少した事

も大きな要因の一つである。要因をよく精査して次年度へ

取り組めるように分析を行っていく必要がある。 

 またゼロカーボンを目指す取り組みの一つとして DX を

積極的に取り入れており、新たに燃料配達システムを導入

しました。10台以上ある燃料配達ローリー車へ POS・GPS

を搭載する事により運行システム内にて燃料の残量・配達

残数など多くの情報が、リアルタイムに確認する事が出来

るようになりました。また運転手の日報作成作業・請求シ

ステムと、配達システムを連動させた事による請求管理、

お金の管理など時間の掛かる事務作業がほぼ無くなり、時

間と労力の削減、紙の削減に繋がっています。 

 また、LED化も随時進めておりガソリンスタンドでは 2

店舗を実施し省電力化を進めています。会議においてもリ

モートが当たり前に社内へ浸透しており、時間・燃料・紙

の削減に大きく寄与しています。 

今後もシステムを取り入れ、働く環境を改善と共に目標

数値達成に向けて全力で取り組んで行きます。  

尚、今年度において環境経営方針、環境経営目標及び計

画、実施体制に変更はありません。 

以上 
 

2025年 7月 31日 

 

株式会社  塩沢産業 

代表取締役社長 依田 功司 


